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まちの音楽家・ＮＰＯ法人暮らしと耐震協議会理事長
日本棋院墨田支部長・（木谷實名人の三男）

木 谷 正 道　様

「父・木谷實の思い出、囲碁との関わり」

                                                                     まちの音楽家・ＮＰＯ法人暮らしと耐震協議会理事長
                                                                                          日本棋院墨田支部長

　　木　谷　正　道　

■ 木谷　實について
明治 42 年　神戸市生まれ。父は理髪業。鳥居鍋次郎、

久保松勝喜代、鈴木為次郎に囲碁を学ぶ。
昭和 02 年（18 歳）　大手合いで 10人抜きを達成、「怪

童丸」の異名を取る。
昭和 04年夏（20歳）　竹節美春（19歳）との出会い　

山奥の一軒宿（信州地獄谷温泉）訪問。
昭和 05 年 01 月（21 歳）　ブリを持って深い雪の中を

再訪　「ぜひ、娘さんをいただきたい」。
昭和 06 年 10 月（21 歳）　東京で結婚　やがて三男五

女を得る（二女は幼児の時に死亡）。
昭和 08年 03 月（23 歳）　最初の内弟子・武久勢士が

入門。
　　夏　常識を覆す「新布石」の研究（隅の地より中央

を重視）（地獄谷温泉で呉清源と）。
昭和 09年秋（24歳）　呉清源と木谷が大手合いで一等、

二等。新布石が歴史的なブームに。
昭和 10 年秋（25 歳）　大手合いで二等。翌年１月に七

段に昇段。当時、本因坊秀哉名人が九段、八段は空位、

七段が瀬越憲作、鈴木為次郎（木谷の師匠）、加藤
信の三人。

昭和 11年（26 歳）　大磯坂田山の中腹に転居。10月大
磯三沢橋に転居。

昭和 12 年（27 歳）　平塚に転居。９月１日　東京で関
東大震災に遭遇（今年が 90周年）。

　　12 月　趙南哲少年がソウルから入門し、帰国後に
韓国棋院を創設。その後、趙治勲（甥）をはじめ４
人の韓国出身棋士が木谷道場で育ち、深い絆ができ
る。

昭和 13 年 4 月（28 歳）　本因坊秀哉名人引退碁の挑戦
者決定リーグ戦で優勝。

昭和13年 6月 17日　引退碁開始。12月4日に終局（木
谷の五目勝）。

　　川端康成が観戦記を書き、後に小説「名人」執筆。
木谷は大竹七段として登場。

昭和 20 年　山中湖に疎開。７月 15 日　平塚空襲で家
が焼ける。

昭和 26年（35 歳）　大竹英雄（昭和17生まれ）入門（18
番目の弟子）。

　　やがて、次々に弟子が入門し、最盛期には弟子16人、
30人を超す大家族になった。

　　子ども時代の原風景　花水川の土手での土筆取りと
イナゴ取り。

■ 私と囲碁との関わり
　幼少時から碁を学び、やがて弟子の一人としてプロ棋
士の修行をする。
　「誰が本当の子どもか分からない」ごちゃごちゃの生
活の中で小学校時代を過ごす。
　中学一年のときに、父の前に手をついて「碁をやめさ
せてください」と頼む。
　中学３年で東京四谷に転居し、高校、大学、結婚する
までを東京で過ごす。
　東京都庁就職時に大会に出場した以外は、碁とのかか
わりがない生活を送る。
　2006年（58歳）頃から、再び碁の世界に関わり始める。
2007 年　福山市鞆の浦「全国耐震まちづくりフォーラ
ム」で「100 面打ち囲碁祭り」。
　2010 年　「21世紀の朝鮮通信使～囲碁で信（まこと）
を通わせあう」（鞆の浦などで）。
■ 今年（2013 年）の取り組み
02 月　日本棋院墨田支部を設立し、９月の首都防災
ウィークの基盤を作 った。

本日の卓話者ご紹介

 卓 話

＜出席報告＞
本　日  3月28日 会員数  64名 対象者  58名 出席者  43(39)名 出席率  69.35％
前々回  3月14日 会員数  64名 対象者  58名 出席者  47(41)名 出席率  73.44％ MUP  5名 計  52名 修正率  81.25％



08 月 4 日（日）　「碁石で囲碁祭り」（岩手県大船渡市）。
09 月 1日～ 8日　関東大震災 90周年・首都防災ウィー

ク」（墨田区横網町公園）。
00 月 08 日（日）　「防災囲碁祭り～ 634 面打ち（ム

サシ）で人の輪を」。
09 月 28 日（土）～ 29 日（日）　「第四回 21 世紀の朝

鮮通信使」（福山市鞆の浦）。
00 月 28 日（土）　日韓女流棋士対局　29日（日）百面

打ち囲碁祭、日韓子ども棋士対局など。
11 月 30 日（土）　「心の唄 2013 ～共に生きる」（大井

町・きゅりあん大ホール）。
　　２年ぶりの東京公演。高次脳機能障害者と家族の会

品川支部の皆さまとご一緒に取り組みます。

　木　谷　正　道　様

まちの音楽家・ＮＰＯ法人暮らしと耐震協議会理事長

災害から未来を守る会副代表　　

ＮＰＯ法人東京いのちのポータルサイト副理事長

21 世紀の朝鮮通信使実行委員長　　

日本棋院墨田支部長

関東大震災 90 周年・首都防災ウィーク実行委員会事務局長

昭和 22年（1947 年）11月、平塚市に生まれる。市
立花水小学校卒、浜岳中学校に二年まで在籍。新宿区
立四谷第一中学校、東京都立戸山高等学校、東京大学
経済学部卒（昭和 45年）。

＜職歴＞
昭和 46年、東京都庁入庁。以後、職員研修所、企画
調整局、経済企画庁、生活文化局、港湾局、総務局、
職員研修所調査研究室長（自治体シンクタンクづく
り）、新宿西清掃事務所長（早稲田大学周辺商店連合
会との環境まちづくり）、東京女性財団事務局長（男
女共同参画）、労働経済局産業政策担当部長（都民と
創る産業振興ビジョン）、総務局ＩＴ推進室長（原始
都庁から電子都庁へ）、情報企画担当部長（電子自治
体共同運営）、局務担当部長（事務改善）を経て、平
成 19年３月に退職。

＜地域活動、防災、音楽、囲碁など＞
● 1993 年４月（45 歳）　小学校時代の「決闘相手」山

口伸に意見された。「木谷、俺たちはもう少し、地
元に関心を持たなければいけないんじゃないか」。
「お前にだけはそういうことを言われたくない」と
思ったが、彼の意見は的確で、以後、おずおずと地
元にかかわるようになる。

● 1994 年９月　地震学者・石橋克彦氏をお招きして「緊
急防災フォーラム～直下地震を迎え撃つ」を開催。
その４か月後に阪神淡路大震災が起きて 6,434 人
が死亡。防災がライフワークになる。

● 1999 年　東京方面に通う「土日市民」と地元密着の
「全日市民」の交流が生まれ、「すてきなまちをみん
なでつくる市民ネットワーク平塚」が設立される。

● 2001 年７月　自宅から３分のところに宅老所ひなた
ぼっこが開設され、月に２回ほど唄を唄わせていた
だくようになる。やがて、近隣で唄う場所と回数が
増えた。

● 2002 年 12 月　ＮＰＯ法人東京いのちのポータルサ
イト設立（地震被害軽減の切札＝耐震補強）。

● 2003 年８月　「ひらつか防災まちづくりの会」設立。

● 2005 年２月　平塚耐震補強推進協議会を設立し、耐
震補強に取り組む。

● 2006 年４月　初めて心の唄コンサートを開催（新宿
文化センター小ホール）。やがて「心の唄バンド」
を結成し、各地でコンサート活動を行うようになる。

● 2006 年５月　次男の一言で走り始め、翌 2007 年３
月、初マラソンを走る（４時間 57 分）。2012 年
11 月に七回目のフルマラソン（３時間 57分）。

● 2007 年４月　東京都庁を退職し、５月に「ＮＰＯ法
人暮らしと耐震協議会」を設立。以後、地震被害軽
減の切札＝耐震補強に全力で取り組んでいる。

● 2010 年　「21世紀の朝鮮通信使～囲碁で信（まこと）
を通わせあう」事業を開始。

● 2010 年９月 １ 日　「防災の日」に、墨田区横網町公
園で 100 面打ち囲碁祭りを開催

● 2011 年３月 11 日　東日本大震災勃発。平塚の仲間
と「災害から未来を守る会」を設立し、被災地の支
援と平塚を守る活動を開始。５月に心の唄バンドで
南三陸町を訪問、毎年交流を続けている。

● 2013 年２月　日本棋院墨田支部設立。関東大震災
90周年・首都防災ウィーク実行委員会設立。

● 2013 年３月　幅広い仲間たちと、第二回ひらつな祭
（平塚で繋がろう祭）開催。

＜委員会報告＞
●クラブ研修委員会　委員長　升水一義会員
　第３回新会員研修セミナーを開催致します。
　日　時：4/11（木）　18：30～
　場　所：グランドホテル神奈中　２Ｆ「百合の間」
　対象者：入会後５年未満（特に３年未満の方）　
　　　　　また、５年以上の会員も
　　　　　どうぞご参加ください。
　会　費：2,000 円（懇親会費として）

＜幹事報告＞
◎現・次ＩＡ委員会開催のご案内
　日　時：4/13 （土）　委員会　16：00～ 17：45
　　　　　　　　            懇親会　18：00～ 20：00
　場　所：第一相澤ビル　６Ｆ会議室 /藤沢「哉吉」
　会　費：5,000 円

＜メークアップ＞　　　　　５名　　
　　　　　　　　　　　片野之万、高橋賢二、鳥山優子
　　　　　　　　　　　柳川正人、古屋守久　会員

＜ゲスト＞　　　　　　　　１名　木谷正道様（卓話者）

＜本日のスマイル＞　　　　19名

＜卓話・行事予定＞
４月　４日（木）　会員卓話　小笠原　勲会員
　　１１日（木）　入会記念卓話　原田伊三郎会員
　　１８日（木）　企業訪問
　　　　　　　　　　山崎製パン横浜第一工場見学ほか
　　２５日（木）　クラブ研修委員会　升水一義委員長
５月　９日（木）　入会記念卓話　近藤　学会員

＜市内例会変更＞　　　　　＊現在ございません

＜メークアップ＞
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＜卓話・行事予定＞
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＜委員会報告＞

卓話者プロフィール

＜ゲ  ス  ト＞

クラブ会報委員会　　◎関口幸恵　　○北岡　明　　金谷浩史　　國岡久資　　青山紀美代　　杉山幹生


